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備考

●対象となる患者さま：福井県立病院にて乳癌と診断し,BRCA病的バリア
ントが陽性で、マンモグラフィ、エコー、乳房MRI検査を受け、手術が実施さ
れた患者様。●利用する情報　電子カルテに記載のある診療情報（マンモ
グラフィ、エコー、乳房MRI、病理所見、遺伝学的検査結果）

　利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報
は削除いたします。研究への参加、不参加はオプトアウトを用いて行いま
す。

本研究に関連し、開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

電話：0776‐54‐5151
担当者：経営管理課　研究倫理委員会事務局　（内線：2043/2047)

日本人類遺伝学会　第71回大会にて発表予定

2026年5月21日から2026年6月30日まで

BRCA関連乳癌における画像感度低下に影響を及ぼす要因

大田　浩司（外科主任医長）

背景：BRCA陽性乳癌に対し、サーベイランスとしてMRIが強く推奨されて
いる一方、マンモグラフィ（MG）や乳房超音波（US）の精度は不十分である
ことが報告されている。

目的：今回、当院にて診断、治療を実施したBRCA陽性例を対象に、各種
画像感度、そして影響を及ぼす要因について検討し、広く実装可能なサー
ベイランス方法について考察した。

2018年１月1日から2026年4月30日

福井県立病院を受診された患者様へ
　当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診
療情報を研究目的に利用されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせく
ださい。


